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Ⅴ 民間事業者等 

民間事業者等調査結果のまとめ 

◎クラブの概要 

① 営業している内容は「トレーニング・ジム・スタジオ・教室・プール」が５事業所、「トレーニン

グ・ジム・スタジオ・教室」が３事業所 

クラブの特徴として、幅広い年齢層を対象、スタジオプログラムの充実、最新のフィットネスマシ

ン、充実したスパ施設、パーソナルトレーニングなどがあげられた 

② 利用者は男性 53.0％、女性 47.0％、年代は、30代（29.2％）・40代（28.2％）がおよそ３割近く

で、他の世代より多い。職業別では勤めの人が 70.0％、主婦・主夫が 15.0％ 

障害者の利用率は 4.9％ 

③ 渋谷区内の人の利用率は区内在住者 56.3％、在勤者が 23.8％、在学者が 7.5％ 

④ 実施事業としては、「働き世代の運動習慣化に向けた事業」「20代・30代のスポーツ活動者の増

加に向けた事業」「高齢者の体力維持・介護予防に向けた事業」が 66.7％、「子供の体力向上の

促進事業」「東京 2020オリンピック・パラリンピックに向けたＰＲを含む取組」が 44.4％、「障

害者のスポーツ活動支援に向けた事業」が 22.2％ 

⑤ 力を入れている事業として、キッズ対象教室、アクアプログラム、メディカルスクール、個々に合

わせたプログラム、オンラインサービスによる健康管理などがあげられた 

 

◎自治体・地域内連携・協力について 

① 近隣の商店街や地域内町会との交流・連携・協力等については「ある」が５事業所、「今後検討し

たい」が３事業所 

具体的な交流・連携・協力等の内容については、町会・商店会の祭りや会合の参加などとなってい

る 

② 渋谷区行政との連携・協力については「これまでに実績はないが、今後希望する」が７事業所あり、

ストレッチなどで運動の良さをアピールしたい、ＰＲのためいろいろな業種との共同でイベントを

したいとなっている 

 

◎今後のスポーツ推進について 

① 区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「働き世代のス

ポーツ活動の推進」が５事業所、「民間企業と連携したイベント・教室等の開催」と「民間企業と

連携した施設の運営・管理」がそれぞれ４事業所となっている 

  



第６章 調査結果 【Ⅴ 民間事業者等】 

158 

１．クラブの概要 

（１）事業年数 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施設利用料 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）営業時間・休業日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）営業している内容 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ ５年未満
５～10年

未満

10～30年

未満
30年以上 無回答

9 3 2 3      - 1

100.0 33.3 22.2 33.3      - 11.1

（上段：事業所数、下段：%）

ｎ 会員制 回数制 都度利用 その他 無回答

9 7      - 2      - 2

100.0 77.8      - 22.2      - 22.2

（上段：事業所数、下段：%）

1 平日 8:00 ～ 23:00

2 土曜 9:00 ～ 21:00

3 日曜・祝日 9:00 ～ 20:00

平均営業時間

ｎ

トレーニングジ

ム・スタジオ・
教室・プール

トレーニングジ

ム・スタジオ・
教室

専門スタジオ・

教室

女性専用スタ

ジオ・教室
無回答

9 5 3      -      - 1

100.0 55.6 33.3      -      - 11.1

（上段：事業所数、下段：%）

※複数回答 

月曜日 金曜日 祝日 　無回答

9 2 2 2 3

100.0 22.2 22.2 22.2 33.3

ｎ
休業の曜日

（上段：事業所数、下段：%）

月（平均）
3回

休業日の回数
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（５）クラブの特徴 

 幅広い年齢層/地域密着/多種多様な目的を持った方の受入れ 

 トレーニングジムのみ/24時間営業/有料パーソナルトレーニングあり 

 入場料 600円で、ジム・プール・30分以内のスタジオレッスンが利用できる/ベビーからシニア層

までを対象とした多彩なグループレッスンプログラム/パーソナルトレーナーにおける有料マンツ

ーマン指導 

 ホットヨガをはじめとしたスタジオプログラムの充実/女性スパエリアの充実/駅から近い利便性 

 メディカルフィットネスを運営している/トライアスロンスクールを実施している 

 最新のフィットネスマシン、著名なインストラクターが提供する充実のスタジオプログラム/都会

の喧騒を忘れさせるスパ施設/最寄り駅から徒歩「数歩」の好立地で通いやすい 

 パーソナルトレーニング（ストレングス、ファンクショナル、ストレッチにおいて可）/リコンデ

ィショニングのパーソナルも可/泳法解析ができる 

 個別指導ができる居室・スペース/全スタッフが（公財）日本体育施設協会の資格を取得/全国で

人気のスタジオプログラムの実施 

 

（６）１日の平均利用者数 

 

 

 

 

 

 

（７）利用者の割合 

①男女別 ②年代別 

 

③職業別 

 

④障害者の利用率 ⑤渋谷区内に在住・在勤・在学している人の利用率 

※各利用率は回答結果の平均値のため、足しあげて 100％とならないことがあります。 

 

  

平均利用者数
（人）

1 平日 877.5

2 土曜 824.2

3 日曜・祝日 826.7

性別 平均利用率

男性 53.0

女性 47.0

年代別 平均利用率

10歳未満 2.7

10代 2.0

20代 16.1

30代 29.2

40代 28.2

50代 14.0

60代 9.4

70歳以上 2.7

職業別 平均利用率

未就学児 1.7

小・中・高生 2.0

大学生・専門学校生 7.0

主婦・主夫 15.0

勤め 70.0

無職 4.8

その他 3.3

平均利用率

障害のある方 4.9

渋谷区内 平均利用率

在住 56.3

在学 7.5

在勤 23.8
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（８）実施事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８－１）具体的事業名、事業のために用意している設備・用具・備品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

働き世代の
運動習慣化

に向けた事
業

20代・30代
のスポーツ

活動者の増
加に向けた
事業

高齢者の体
力維持・介

護予防に向
けた事業

子供の体力
向上の促進

事業

東京2020オ
リンピック・

パラリンピッ
クに向けた
ＰＲを含む

取組

障害者のス
ポーツ活動

支援に向け
た事業

無回答

9 6 6 6 4 4 2 1
100.0 66.7 66.7 66.7 44.4 44.4 22.2 11.1

（上段：事業所数、下段：%）

※複数回答 

行っている事業 具体的事業名 設備・用具・備品

各種教室事業（スイム、体操、空手、ダンス、バレ

エ、テコンドー）
プール調整台、器械体操用具など

フィットネスクラブ運営全般、ジム、スタジオ

トレーニングマシン、エクササイズ器具、測定器具、

ロッカー、スパ、温浴、シャリーブース、サウナ、そ

の他多数

極真空手 -

キッズスクール運動塾、ベビー、スイミング、体操、

ダンス、サッカー、テニス、空手、チアダンス、ゴル

フ、その他

-

-
筋力系トレーニングマシン、有酸素系トレーニング

マシン

パーソナルトレーナーがマンツーマンで指導 -

ショートレッスン（ストレッチ、筋トレ等の15分グルー

プレッスン）、スタジオプログラム、アクアプログラム
レッスン用器具など

シェイプナビ 体幹トレーニング用のボール

フィットネスクラブ運営全般、ジム、スタジオ

トレーニングマシン、エクササイズ器具、測定器具、

ロッカー、スパ、温浴、シャリーブース、サウナ、そ

の他多数

レスミルズプログラム等のスタジオレッスン等 -

-
筋力系トレーニングマシン、有酸素系トレーニング

マシン

パーソナルトレーナーがマンツーマンで指導 -

スタジオプログラム、アクアプログラム、体組成測定 -

ヴィレッジ、アウトドア、イベント 外部でのアクティビティ

トライアスロンスクール スピニングバイク、ランニングマシン

フィットネスクラブ運営全般、ジム、スタジオ

トレーニングマシン、エクササイズ器具、測定器具、

ロッカー、スパ、温浴、シャリーブース、サウナ、そ

の他多数

ラン・ウォークサポート等 -

-
筋力系トレーニングマシン、有酸素系トレーニング

マシン

パーソナルトレーナーがマンツーマンで指導 -

介護予防体操教室、ヨガ・太極拳などの教室事業 -

メディカルフィットネス（スクール、セミナー、パーソ

ナル）
メディカルスタジオ

フィットネスクラブ運営全般、ジム、スタジオ

トレーニングマシン、エクササイズ器具、測定器具、

ロッカー、スパ、温浴、シャリーブース、サウナ、そ

の他多数

オイズスクール、フラダンス等 -

パーソナルトレーナーがマンツーマンで指導 -

障害者手帳提示で入館料無料、パーソナルトレー

ナー、障害者スポーツ指導員駐在、館内移動サ

ポート他

盲導犬用ゲージ、プールまでの専用通路

パーソナルトレーナーがマンツーマンで指導 -

東京都スポーツ文化事業団との連携によるPR活動 印刷物、PR誌など

選手の育成 -

スポーツ競技部（体操・水泳）支援 -

5.障害者のスポーツ活動支援に

  向けた事業

6.東京2020オリンピック・パラリン

  ピックに向けたＰＲを含む取組

1.子供の体力向上の促進事業

2.働き世代の運動習慣化に向け

  た事業

3.20代・30代のスポーツ活動者の

  増加に向けた事業

4.高齢者の体力維持・介護予防

  に向けた事業
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（９）特に力を入れている事業の現在と今後 

 ①現在、力を入れている事業 

 「パーソナルトレーニングシステム」お客様の生活状況やお食事内容・既往歴等々のカウンセリ

ングを行い、今できる運動・トレーニング、ストレッチを行う（マンツーマンで）。 

 キッズ対象の各種教室事業、15分～20分の短時間レッスン、大人を対象とした水泳教室、アクア

プログラム。 

 パーソナルトレーニングなど、個々に合わせたプログラムの提供。 

 メディカルフィットネスの拡大。理学療法士、健康運動指導士によるメディカルスクール、ドク

ターによるメディカルセミナー、理学療法士によるメディカルパーソナルの３本柱に力を入れて

いる。 

 会員制フィットネスクラブ運営事業、ボディトリートメントによるリラクゼーション事業の提供、

個別トレーニング指導サービス事業。 

 スポーツクラブの開発・運営を行うとともに、市区町村や民間企業の各種スポーツ施設運営を受

託している。施設外においても、法人向け健康指導や地域支援事業などの出張サービスを推進し

ているほか、健康プログラムの開発、ライセンス販売、各種スポーツイベントの企画・運営など

を行っている。オンラインサービスでは、ネットワークや ITを活用した健康管理の推進をしてい

る。 

②今後、力を入れていく事業 

 パーソナルトレーニングの良さを紹介して頂く。 

 パーソナルトレーナー（有料）事業、レジスタンス・カーディオマシンの入れ替え、プール安全

管理のさらなる強化、働き世代を対象とした教室事業の強化。 

 フィットネスクラブの枠にとらわれない新しい企画やスクール。地域との交流。 

 上記メディカルフィットネスの 3本柱をさらに多くの方に知ってもらい、発展させていく。 

 ICTを活用した会員制フィットネスクラブ運営事業。 

 東京 2020オリンピックの選手育成、食事指導を含めたトレーニング提案。 

 

（10）会員を増やすために行っていること 

 現在は想定している会員数に適している為、特に力を入れた活動はしていなかったが、これまで

に友達紹介のキャンペーンをしたり、WEBによる宣伝等をしていた。 

 インターネット、紹介、チラシ。 

 周辺地域への折込チラシ配布。水泳など短期体験スクールの開催。３ヶ月教室など、継続利用推

進のためのコンテンツ。リピーター育成のための初心者フォローシステム。体脂肪キャンペーン

などの館内イベントの実施。 

 会員様からの紹介率向上。そのためにも、施設やサービスに力を入れて、会員満足を向上させて

いくことに注力している。 

 プログラムサービスの充実、会員コミュニティ形成による会員定着、CRM活用による入会セールス

の強化、入会キャンペーンの実施。 

 SNSの活用。 

 

（11）クラブの課題 

 若い世代が中心なので、今後は地域に住む、中高年の方にも通っていただけるクラブとしたい。 

 新規入会を増やす。 

 利用者増加に伴い、常に混雑しているトレーニングルームから、お客様をいかにプールやスタジ

オレッスンに誘導するか。現在、入会キャンセル待ちとなっているキッズスクールの増設とコー

チの確保。 

 スピード感。施設の修繕やお客様対応など。全てにおいてのスピード感がまだまだ課題だと思う。 

 会員定着、見込み客（リード）の創造、入会提供、会費外収益の拡大。 
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２．自治体・地域内連携・協力について 

（１）近隣の商店街や地域内町会との交流・連携・協力等の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）渋谷区行政と連携・協力の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（上段：事業所数、下段：%）

ｎ ある

これまでにな

いが、今後希
望する

これまでにな

く、今後も希
望しない

無回答

9 5 3      - 1

100.0 55.6 33.3      - 11.1

ｎ ある

これまでにな

いが、今後希
望する

これまでにな

く、今後も希
望しない

無回答

9      - 7      - 2

100.0      - 77.8      - 22.2

（上段：事業所数、下段：%）

回答状況

交流・連携・協力等の具体的内容

・笹塚夏祭り、幡ヶ谷１コインフェスタ。

・商店会や、町会の年間行事に毎年参加、会合にも参加しています。

・祭りの手伝い。

・祭りにおける協力等。

・南新宿町会祭りの手伝い。神輿を担いだりなど。

希望する交流・連携・協力等の内容

・ストレッチなど数名に対して運動の良さをアピールしたい。

・今後検討していきたい。

・当店のPRのため、いろんな業種の方々と共同で何かイベントをしたい。

1.ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

2.これまでにないが、今後希望する　　⇒

回答状況

希望する交流・連携・協力等の内容

・何かお手伝いはしたいが何をしたらいいか分かりません。

・今後、検討していきたい。

・具体的なイメージはないが双方にとってメリットになる事があればぜひやり

  たい。

・健康増進につながるトレーニングの提供。

2.これまでにないが、今後希望する　　⇒
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３．今後のスポーツ推進について 

（１）区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*回答のあった項目のみ掲載。 

 

４．自由意見 

（１）区のスポーツ施策に関しての意見や要望 

 

 地域の皆様の健康に寄与しているクラブであると自負しております。今後ともご支援、ご指導よ

ろしくお願い申し上げます。 

 スポーツに対しての楽しさや、運動に対しての必要性は誰でも説明できるわけではないと思いま

す。接客レベルのある方に伝えて欲しいです。 

 Ｂリーグの開幕や東京オリンピック・パラリンピックの決定により、渋谷区は東京都の中心とし

て今後さらなるスポーツ文化の定着が必要と考えます。代々木体育館や国立競技場をはじめとし

た、世界に誇るスポーツ施設がありますので、「観る」スポーツ、「支える」スポーツとしては

定着されているかもしれませんが、まだまだ区民が気軽に利用できる渋谷区の施設としての「す

る」スポーツは成長の余地はあると思います。スポーツ施設への指定管理者制度導入で我々が微

力でもお力になれればと考えます。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

働き世代のス
ポーツ活動の
推進

民間企業と連
携したイベン
ト・教室等の開
催

民間企業と連
携した施設の
運営・管理

高齢者や障害
者がスポーツ
や運動をしや
すい環境づく
りの推進

スポーツや運
動をしやすい
遊歩道や公園
等の環境の整
備

オリンピック・
パラリンピック
に関する情報
提供

初心者向け教
室・行事の充
実

気軽に参加で
きるスポーツ
やイベントの
開催

9 5 4 4 3 3 3 3 3

100.0 55.6 44.4 44.4 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3

ｎ

指導者の育
成・支援

青少年のス
ポーツ活動の
推進

スポーツチー
ム等の育成・
支援

既存スポーツ
施設のメンテ
ナンス・リ
ニューアル

新規スポーツ
施設の整備・
建設

地元密着のプ
ロスポーツ
チームの誘致

一流アスリート
との交流機会
の充実

スポーツを活
かした観光等
の充実

9 2 1 1 1 1 1 1 1

100.0 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1

（上段：事業所数、下段：%）
※複数回答 
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Ⅵ ヒアリング調査 

１．Ａ社 

Ⅰ．主な業務内容 

老若男女問わず、真剣にトレーニングしたい人に、最高の環境を提供することを目指している。その

ために、ジム運営、フィットネス機器・サプリメント・書籍の販売、小売店の運営や中古トレーニング

マシンの引き取り・メンテナンス事業を展開している。 

子供向けには格闘技やダンス・バレエ・水泳などの、キッズ版スクールがある。 

トレーニング初心者も大歓迎で、初心者用プログラムが用意されている。 

 

Ⅱ．利用者について 

真剣にトレーニングしたい人が多い。会員は 30～50代の男性が中心だが、渋谷区内は他地域に比べて

女性会員も多く、立地施設により外国人の利用者や近隣の勤務者が多い。また目的によって各スタジオ

を使い分ける人が多い。 

利用時間は、19～22時の時間帯が最も多い。 

24時間営業の店舗、あるいは７時から営業しているため、出勤前の利用者が多い。 

 

Ⅲ．利用者のニーズについて 

ウエイトトレーニングに関するニーズが多い。最初は体型を良くしたいという人がほとんどだが、目

的、目標を高く持ち始める方もいる。そこから更にコンテストや様々な競技の試合・大会に出る方もい

る。 

 

Ⅳ．課題について 

入会者数ではなく、いかに多くの方にご利用してもらえることが課題である。 

本施設を、より広く知ってもらい、それを身近な人に紹介したいという環境や施設が重要であり、そ

して、何よりも元気で健康でいられることが大切であり、そのためには続けていただけることが大事と

考えている。 

 

Ⅴ．連携実績について 

自治体や学校のトレーニングルームに、マシンを導入することがある。また他のジムからもマシンの

導入・メンテナンスの依頼がある。 

他地域では、プール設備のある店舗もあるが、運営・管理は外部業者に委託している。 

また、商工会議所と連携している店舗もあり、その地域の祭りに参加したり、チラシに地域の飲食店

のクーポンを付けて、より地域と密着した活動を行っている。 

渋谷区内店舗では、地元商店会とのつながりを持っている店舗もある。 

 

Ⅵ．指定管理・受託施設の実績 

学校などが、トレーニング室をスポット的に業務委託するケースの実績はあるが、現在は指定管理・

受託施設の実績はない。 

 

Ⅶ．今後取組みたいこと 

女性のトレーニング志向が高まっていることから、将来的に、女性専門や女性向けのプログラムの提

供を考える必要があるかもしれない。 

他市の体育館で、渋谷区を本拠地とする Bリーグチームが練習しているので、現地の店舗で何らかの

形でサポートしていきたいと考えている。 

また五輪のトップ選手以外の選手（候補含む）をはじめとした、様々な競技選手にトレーニングの場

を提供したい。 
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２．Ｂ社 

Ⅰ．主な業務内容 

健康で豊かな人生を送りたいと願うすべての人々に、「場所」「年齢」「時間」を問わない、シーン

に合わせた健康ソリューションをお届けする。 

ジム・スタジオ・スパ施設、女性専用施設、24時間稼働施設を運営し、そこでは、パーソナルトレー

ニング・エステ・マッサージ・ホットヨガ等を提供している。 

施設ブランドの安心感や立地の良さ、施設の清潔さ、プログラムやスタッフの質などから、会員に好

評を得ている。 

 

Ⅱ．利用者について 

入会は 20・30代の男女が多い。20・30代が主なターゲットだが、会員の平均年齢は 40代半ばである。

40・50代男女を中心に、その世帯までをターゲットと捉えている。 

利用者が最も多い時間帯は、19時以降で、平日午前 10・11時は主婦・シニアの利用が多く、会員の

居住地は、近隣・遠方の割合が半々程である。 

今後、会員数を広げていくためには、シニア層にアプローチする必要があると考えている。 

 

Ⅲ．利用者のニーズについて 

ＴＶ・雑誌等の影響で顧客のトレーニングに対する知識が増えてきているため、より専門的なアドバ

イスを受けたいという需要がある。そのため、トレーナーの資質向上が重要である。 

現在、顧客のモチベーション向上のための研修を実施し、ニーズに対して様々な提案ができるような

トレーナーの育成に、力を入れている。 

その他の要望としては、スタッフの挨拶、クリンネス、故障したマシンの迅速な修理対応や利用マナ

ー等の顧客同士の問題にスタッフが介入して解決してほしい等がある。 

 

Ⅳ．課題について 

約４千億円の市場規模はほぼ横ばいなので、業界全体で成長しなければいけない。 

会員数の減少を防ぐことが重要である。フィットネスクラブは人口の３％しか取り込めていないので、

これからも女性、シニア層、体重調整を必要としている人に働きかけをしていく必要がある。 

 

Ⅴ．連携実績について 

地域支援事業の介護予防教室に、スタッフを派遣したことがある。 

他区の地域包括支援センターと連携し、介護予防教室を実施した。 

また、私立の教員にダンスの指導を行ったこともあり、多くのプログラムを提供し最新のエクササイ

ズを紹介している。 

高度で最先端のノウハウを提供できる点が、自治体にとって魅力的であると考えている。 

 

Ⅵ．指定管理・受託施設の実績 

自治体の施設は利用満足度を高め、利用者数を上げることが最大の目的である。 

豊富な指定管理施設のネットワークがあり、プロモーションが容易であること、コストも競合に比べ

て下げることができ、効率的であることである。 

高度で最先端のプログラム・サービスと、30年以上のノウハウを提供できる。 

都内でも実績を持っている。 
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Ⅶ．今後取組みたいこと 

子供たちの運動能力を高める企画を考えたい。運動能力は５～12歳の期間で最も伸びるからである。 

子供たちの運動能力を高めるには、親へのアプローチが大切である。渋谷の企業はセミナーや体力測

定に高い需要があり、そこでスポーツクラブを知った人が自分の子供にも勧めてくれることを期待して

いる。 

パラリンピック選手の練習場所がないと、障害者スポーツのサポートを行う企業から相談があった。

スポーツ選手のサポート対応を検討する。 

オリンピックやパラリンピックで使用した施設をレガシーとして、運営していくことを視野に入れて

いる。 

 

Ⅷ．区へ希望すること 

区と情報交換の機会を設けてほしい。 

区とともに子供のスポーツ指導や他にも様々なことを手掛け、ノウハウを提供したい。区が抱えてい

る健康問題を教えてほしい。そして一緒に解決していきたい。 
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３．Ｃ社 

Ⅰ．主な業務内容 

顧客の「健康」をサポートする事業をメインとし、運動だけでなく食や睡眠に関するサービスも提供

していく。 

ジム・スタジオ・プール付きの総合フィットネスクラブを運営し、フィットネス・ダイエットほか様々

なスクールやプログラムの提供をしている。 

立地施設により、近隣在住者が多い施設と金銭面でゆとりのある方に好まれる施設とがある。 

 

Ⅱ．利用者について 

住宅地付近施設では、高齢者の会員が多い。しかしプログラムは高齢者向けのものは好まれず、通常

のプログラムの受講を希望するケースが多い。 

オフィス街の施設は近隣の勤労者、住宅街の施設は近隣の居住者の利用が多い。 

 

Ⅲ．利用者のニーズについて 

いずれの施設でもパーソナルトレーニングが基本的に人気である。パーソナルトレーニングは特に高

齢者の利用が多く、その中では、高齢者向けではない総合的なプログラムが好まれる。 

アクティブ会員は女性の方が多く、女性会員は食事メニュー紹介も需要が高い。 

 

Ⅳ．課題について 

会員は、高齢者の割合が多いので、若い世代の取り込みで、多世代へのサービス提供をしていきたい。

渋谷区内の施設は、子供対象の事業も考える必要がある。 

 

Ⅴ．連携実績について 

全国的に介護イベントに講師を派遣し、プログラムを提供している。 

上記に関しては、自治体の窓口として、スポーツ課よりも福祉課と連携する実績が多い。 

フィットネス協会が推奨するシニアディに、他市店舗で特別イベントを実施した。 

管理する施設で子供を対象に、プロアスリートによる教室を複数回、開催している。 

 

Ⅵ．指定管理・受託施設の実績 

区・市民と社会的に良い関係が築け、また区・市民にとって有益な施設であることを心掛けている。 

アリーナではなく、マシンフロアやプールのような、個人利用の促進が図れる場所の方がフィットネ

スクラブの強みを発揮できる。 

都内ではいくつかの区の施設の受託運営をしている。 

 

Ⅶ．今後取組みたいこと 

リオデジャネイロ大会をきっかけに、子供のスクール参加が増えた。区と連携し運動へのきっかけを

提供し、施設やサービスを考えたい。 

 

Ⅷ．区へ希望すること 

公共の施設で運動に興味や親しみを持ってもらうため、公共と民間クラブとで、しっかり役割分担や

棲み分けを考えていくべきであると思う。 

  



第７章 調査結果 【Ⅵ ヒアリング調査】 

169 

４．Ｄ社 

Ⅰ．主な業務内容 

運動を長く続けてもらえるサービスを提供することを重視している。都心部・郊外で総合フィットネ

スクラブ、24時間小型ジムなどを運営している。 

渋谷・新宿・池袋は都心向けのブランドで展開しており、情報の発信力が高い。中でも渋谷エリアは

発信力が抜きんでており、情報の感度も高いと感じている。 

 

Ⅱ．利用者について 

郊外はファミリー層が多いが、都心は独身・勤労者層の利用が多い。全国的には 40～50代が中心だが、

渋谷店は、20～30代が中心層である。 

渋谷店は、渋谷が好きな人、流行に敏感な人、価値観を大事にする人、自分に最適なものを欲する人、

自分に投資する人などが多い。 

実業団の駅伝選手のサポートに低酸素マシンを提供する等も行っている。 

 

Ⅲ．利用者のニーズについて 

都心店はパーソナルトレーニングの需要が増えている。要因としては、ＩＴの発展で情報を得やすく

なったことや、世相・時流が考えられる。そして最新・最先端・効率的等、トップアスリートも実践す

るような、本物感を求めている。 

物販は、高くても良いものが売れ、本物志向が強く、常に新しいものを求めている。 

 

Ⅳ．課題について 

都心店はスペースの問題から子供向けサービスは行っていないが、今後は子供向けのサービスも考え

る必要がある。 

渋谷のスクランブル交差点のトランポリンの事例のような、生涯スポーツの普及に向けた啓発活動を

する必要がある。 

 

Ⅴ．連携実績について 

休館日の施設を企業や自治体に貸すことがあるが、これで利益をあげようとは考えていない。また休

館日に受託したイベントを実施することもある。 

 

Ⅵ．指定管理・受託施設の実績 

受託した以上は、質や精度の高いものを提供することを約束している。 

都内や他地区で受託施設の実績を持っている。 

 

Ⅶ．今後取組みたいこと 

東京オリンピック・パラリンピックを見据えて、生涯スポーツへの関わりを作っていきたい。 

 

Ⅷ．区へ希望すること 

区との連携は自分達にとっても魅力的で、色々なことに取り組みたい。 

区には、“渋谷でできるの？”という意外性を感じることをやってほしい。 

渋谷のスクランブル交差点でのトランポリンデモンストレーションでは、後日トランポリンができな

いか、という問合せがあった。渋谷は、“ＩＴ・若い人”といったイメージがあるが、それからギャッ

プのあるような企画を実行してほしい。 

生涯スポーツの推進は、ヨーロッパの公園でのスポーツ等のように、身近で小規模な草の根活動を地

道に行うことが大切といえる。そしてその推進には、渋谷区から発信することで、日本全国に波及させ

ていくことができると考える。 
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５．Ｅ社 

Ⅰ．主な業務内容 

幅広い年齢層がリラックスできる、泉のような存在になることを目指している。 

大人が寛いで利用できる施設の提供を最優先にし、フィットネス・ゴルフスクール・レッスンスタジ

オ・ストレッチ専門店・デイサービス事業を運営している。 

フィットネスクラブでは、長く続けていただくために、担当者制のサービスを提供している。 

 

Ⅱ．利用者について 

フィットネスの初心者や運動経験の乏しい人など、健康のために通う人が多い。入会者の８～９割程

は、シェイプアップが目的である。 

会員の割合は近隣と勤務者を含む遠方が半々、男女の割合も半々となっている。会費が他社と比べ高

いためか、時間とお金に余裕がある 40～50代が多い。 

利用時間帯は早朝と夜が混む。早朝の利用者は在勤者と近隣在宅者が半々程である。 

 

Ⅲ．利用者のニーズについて 

施設の清潔感、衛生面についての要望が一番多い。 

 

Ⅳ．課題について 

入会間もない人に、継続して利用してもらいたい。 

 

Ⅴ．連携実績について 

当社のスタッフを派遣し、体操等の講習をすることがある。 

もし、区からレッスンや講習の依頼があれば、前向きに検討したい。水泳、子供・高齢者のプログラ

ムでも、スタッフを派遣したい。またデイサービス事業を展開しているため、今後、自治体とは連携し

ていきたい。 

 

Ⅵ．指定管理・受託施設の実績 

受託施設の本来あるべき事業を重視し、安全管理面に重点を置いている。その上で、自主事業を展開

し、サービス向上を図っている。 

直営店では大人に特化しているが、受託施設では子供も対象にしてサービスを提供している。 

都内での実績、全国での実績も多い。 

 

Ⅶ．今後取組みたいこと 

フィットネスの参加人口を少しでも増やしたい。オリンピックに向けてではなく、あくまでも運動の

きっかけを提供したい。今後、都心ならではの高級路線を一層強化していきたい。 

地域イベントにも今後は参加していきたい。 
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